
 

基
本
理
念

　
共
に
育
ち
、
共
に
暮
ら
し
、

共
に
働
き
、
共
に
支
え
あ
う

自
立
と
つ
な
が
り
の
ま
ち

　
国
で
は
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
令

和
５
年
３
月
に「
障
害
者
基
本
計
画（
第
５

次
）」（
令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度
）を

策
定
し
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
基
本
計
画（
第
５
次
）」で
は
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害
者
を
、

必
要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
の
決

定
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参

加
す
る
主
体
と
し
て
捉
え
、
自
ら
の
能
力

を
最
大
限
発
揮
し
自
己
実
現
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
活
動
を

制
限
し
、
社
会
へ
の
参
加
を
制
約
し
て
い

る
社
会
的
な
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
、
政

府
が
取
り
組
む
べ
き
障
害
者
施
策
の
基
本

的
な
方
向
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
障
害
者
の
高
齢
化
や
障

害
の
重
度
化
、
親
亡
き
後
の
問
題
な
ど
、

障
害
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
が
担
う

役
割
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
国
及
び
県
の

動
向
、社
会
情
勢
の
変
化
、障
害
者
の
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
障
害
者
施
策

の
推
進
に
向
け
、
横
芝
光
町
第
４
次
障
害

者
計
画
・
第
７
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
３

期
障
害
児
福
祉
計
画（
令
和
６
年
度
～
８

年
度
の
３
年
間
）を
策
定
し
ま
し
た
。

 

基
本
方
針

⑴
自
己
決
定
の
尊
重
と
意
思
決
定
の
支
援

⑵
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
推
進

⑶
総
合
的
か
つ
分
野
横
断
的
な
支
援

⑷
一
人
ひ
と
り
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援

⑸
複
合
的
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
障
害
者
へ
の
支
援

⑹
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
推
進

 

基
本
目
標

①
安
心
で
き
る
保
健
・
医
療
の
体
制
づ
く
り

②
障
害
の
あ
る
児
童
の
教
育
・
保
育
の
充
実

③
就
労
・
社
会
参
加
の
機
会
の
充
実

④
地
域
福
祉
の
推
進

⑤
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
整
備

⑥
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎（
84
）1
2
5
7

第
４
次
障
害
者
計
画
・

第
７
期
障
害
福
祉
計
画
・

第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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